中点連結定理を使う証明
・中点連結定理は1つの問題に2回（またはそれ以上）使うことが多い。
・中点連結定理を1回使うと2つのことがわかる。（平行で、長さが半分）

・平行四辺形の証明に使うことが多いので、平行四辺形の条件の確認しておく。
・問題を解くときには、中点連結定理が使える三角形をできるだけ多く探す。

１　右の図の四角形ABCDで、P,Q,R,Sは
　それぞれ、AD、BC、BD、ACの中点である。
　このとき、四角形PRQSは平行四辺形になる
　ことを証明しなさい。



ポイント　
　この問題では中点連結定理が使える三角形が△ABD、△ABC、△ACD、△BCDで、４つある。この４つの三角形を自力で見つけられるように練習する。

△ABDでPR＝
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△ABCでSQ＝
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△ACDでPS＝
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△BCDでRQ＝
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これらが見つかれば、平行四辺形になる証明をする方法は４種類ある。
その１：①、③、⑤、⑦より、「向かい合う２組の辺がそれぞれ等しい」

その２：②、④、⑥、⑧より、「向かい合う２組の辺がそれぞれ平行」

その３：①、②、③、④より、「１組の向かい合う辺が等しくて平行」
その４：⑤、⑥、⑦、⑧より、「１組の向かい合う辺が等しくて平行」
実際にその３の方法で証明する例を下に挙げる。
証明　（その３）
△ABDで、AP＝PD、BR＝RDなので、

中点連結定理により

PR＝
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同様に、△ABCで
SQ＝
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①、③よりPR＝SQ　
…⑤
②、④より、PR // SQ　
…⑥
⑤、⑥より、１組の向かい合う辺が等しくて平行なので、

四角形PRSQは平行四辺形である。
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ポイント①　


中点連結定理の使える


三角形を４つ見つける。





ポイント②


平行四辺形の条件を５つ
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